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  ２  三品（2004）は，ファスト・トラックをそのまま日本企業に取り入れるにはいくぶん問題があり，サ
イド・トラックという形でのアレンジメントが必要であると指摘する． 
   ３  典型的な教育プログラムは，米国トップ・ビジネススクールのMBAプログラムである．他方，
Mintzberg（2004）のように，現在のMBAプログラムを批判的に検討する見方も存在する． 






























  ４  これまでの議論では，たとえばMintzberg（1973）が，マネジャーの10の役割を分析することから，
教育によって高めることが可能な８つのスキルの存在を論じている． 



































  ６  ヒアリング調査の対象者（主催者およびプログラム経験者37名）のリストについては，拙著（2007）
を参照されたい． 





































  ８  日本経済新聞に2005年５月１日～2005年５月31日にわたり連載された「私の履歴書 加藤寛」を参照
されたい． 







































直属の先輩の存在 行動規範の浸透 同期の存在 








































































  10  ６月の論題発表を受けて，インターゼミ実施校との間で，あらかじめ論題が調整されていたため，共
通のテーマで討論が行われた． 





































































































  11  新制度派組織理論の指摘に従えば，一般的な社会規範や制度の枠組みが，企業組織に影響を及ぼして
いると解釈できる． 
  12  Kunda（1992）を参照． 


































  13  開題で触れた，シングル・トラックがマネジャーに，ファスト・トラックがリーダーに，それぞれ対
応するものと考えられる． 
帰納的な知の方法論 演繹的な知の方法論 
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